
　平成25年９月10日（火）に、当基金において第58回
資産運用委員会が開催されました。以下の協議事項
について検討が行われ、全会一致で承認されました。

●協議事項
１．平成24年度の運用結果について
２．平成25年度第１四半期の運用結果について
３．平成25年７月末の運用結果（速報）について
４．厚生年金基金制度改正の概要及び今後の対応等
について

　平成25年９月10日（火）に、当基金において第214回
理事会が開催されました。以下の協議事項等につい
て検討が行われ、全会一致で承認されました。

●協議事項
第１号　平成24年度決算結果及び業務報告（案）
　　　　について
第２号　代議員の欠員に係る選挙日程（案）につ
　　　　いて
第３号　財政運営に関する規程の一部変更（案）
　　　　について
第４号　厚生年金基金制度改正の概要及び今後の
　　　　対応等について
第５号　第104回代議員会に提出する議案（案）に
　　　　ついて

●報告事項
第１号　選定代議員の補充の選定結果について
第２号　基金の現況について
第３号　事業所の削除、名称及び所在地の変更に

かかる規約第５条別表第１の一部変更に
ついて

第４号　福祉給付金の支給状況について

第５号　会館の利用状況について
第６号　囲碁クラブの開催結果について
第７号　第52回年金生活設計（PLP）セミナーの
　　　　開催結果について
第８号　平成24年度の運用結果について
第９号　平成25年度第１四半期の運用結果について
第10号　平成25年７月末の運用結果（速報）について

　平成25年９月17日（火）に、当基金において第104
回代議員会が開催されました。以下の議決事項等に
ついて、出席代議員の全員一致をもって承認・議決
されました。

●議決事項
第１号　平成24年度決算結果及び業務報告（案）

について
第２号　財政運営に関する規程の一部変更（案）

について
第３号　厚生年金基金制度改正の概要及び今後の

対応等について

●報告事項
第１号　基金の現況について
第２号　事業所の削除、名称及び所在地の変更に
　　　　かかる規約第５条別表第１の一部変更に
　　　　ついて
第３号　福祉給付金の支給状況について
第４号　会館の利用状況について
第５号　囲碁クラブの開催結果について
第６号　第51回・第52回年金生活設計（PLP）セ
　　　　ミナーの開催結果について
第７号　平成24年度の運用結果について
第８号　平成25年度第１四半期の運用結果について
第９号　平成25年７月末の運用結果（速報）について
第10号　加入員減少設立事業所に係る一括徴収の
　　　　理事長専決処分について

当基金の各会議等が
開催されました

厚生年金基金制度の改正を踏まえた
今後の対応方針が協議されました

報  告

　理事会及び代議員会では、「平成24年度決算結果及び業務報告」が協議され、全会一致で了承されました。
　また、前号の『基金だより』でもご報告しました厚生年金基金制度の改正については、改正を踏まえた
今後の対応方針が協議され、以下のように決定されました。

  1 基金制度については、今後、「代行返上」をメインシナリオと
して、検討を進めます。
ただし、法案に関する政令、省令、関係通知（来年３月まで
には、発出予定）によって、具体的な取扱いが明らかになる
ことから、これらを待って詳細な検討に入ることとします。

＊「代行返上」とは…基金が国に代わって年金給付や運用を行っている代行部分の資産を国に
返還して、残った基金独自で上乗せ給付を行っている資産を新たに設立する確定給付企
業年金（DB）に移行することをいいます。

  2 資産運用については、「代行資産の保全」を図るための検討を
進めることとします。

＊「代行資産の保全」とは…国に代わって年金の給付を行っている代行部分の資産について
は、国と同じ運用方法であれば過不足は生じないことになっています。
　したがって、代行部分を国の運用に追随することで、国に返還する「代行資産を確定」
させることをいいます。

◆　◆　◆

　なお、国は、債券を中心としたリスクを抑えた運用を行っており、株式の運用が多い当
基金の運用では、株価が上昇すれば国の運用を上回り剰余金を出すことができます。し
かし、仮にリーマンショック等の金融危機が再び起きれば大きな不足金を生じることに
もなります。
　今後は、こうしたことが起きないように、国と同様の運用リスクを抑えた運用体制等
の見直しを検討していくこととします。
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